
（専門、必須）

４学年 通年

４ 単位 [履修時間数 ３６

１－１．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習
回数

形態
テ    ー    マ 内          容

講義概要 将来、企業経営に携わることを念頭に、サービスを提供する組織のあり方と、その活動
の指針を導く経営活動について学んでいく。また、サービスマネージメントを実際に
行っていく上での基本的な仕組みについての考え方についても学習する。

到達目標 ・企業における市場のリサーチ方法とそれによる顧客ニーズをつかみ、どのような方法
　によって販売を行うかを理解する

科 目 名 サービスマネージメント （講義科目）

実施時期 自動車システム工学科１級エンジニアコース

単 位 数 ／１時間＝９０分]

現代企業と経営戦略 経営戦略とは

経営戦略の体系

1 ○
現代企業と経営戦略

3 ○
現代企業と経営戦略

企業とは何か

経営理念・ﾋﾞｼﾞｮﾝと経営戦略

2 ○

経営戦略の5つのｱﾌﾟﾛｰﾁ

4 ○
現代企業と経営戦略 経営戦略と社会的責任

成長戦略 製品・市場ﾏﾄﾘｯｸｽ

製品ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ（PPM)

5 ○
成長戦略

7 ○
成長戦略

ﾄﾞﾒｲﾝの定義

製品ﾗｲﾌｻｲｸﾙ（PLC)

6 ○

垂直統合戦略

多角化戦略

8 ○
成長戦略 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ戦略

新規事業開発

成長戦略 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ（自動車業界について）

9 ○
成長戦略

11 ○
成長戦略

ｼﾅｼﾞｰの展開

10 ○

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ発表

12 ○
競争戦略 ﾌｧｲﾌﾞﾌｫｰｽ分析

14 ○
競争戦略

13 ○
競争戦略

15 ○
競争戦略

基本競争戦略、地域別競争戦略

ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ･ﾏｯﾌﾟ

ものづくりと能力構築

担当者名 岡部　剛（実務経験無）

実務経験内容 －



１－２．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習
回数

形態
テ    ー    マ 内          容

科 目 名 サービスマネージメント （講義科目） （専門、必須）

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝと新しい戦略 ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創造のﾌﾟﾛｾｽ

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創造の情報・場・人

16 ○
ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝと新しい戦略

18 ○
ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝと新しい戦略

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの役割・種類

17 ○

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝについてｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ

（自動車業界について）

19 ○
ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝと新しい戦略 ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝについてｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ発表

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの概念と体系 顧客満足とﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

20 ○
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの概念

22 ○
環境分析

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞとは

21 ○

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ環境

３C分析、SWOT分析

23 ○
ﾀｰｹﾞｯﾄ市場の選定 ﾏｽ・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞとﾀｰｹﾞｯﾄ･ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

市場細分化

ﾃﾞｰﾀ分析 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ･ﾘｻｰﾁ、ﾃﾞｰﾀの収集方法

24 ○
ﾀｰｹﾞｯﾄ市場の選定

26 ○
ﾃﾞｰﾀ分析

ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ

25 ○

購買行動分析

27 ○
商品戦略 商品とは、商品ｺﾝｾﾌﾟﾄ

価格戦略 価格設定に影響を与える要因

各種価格設定（需要志向、ｺｽﾄ志向、競争志向）

28 ○
商品戦略

30 ○
価格戦略

ｻｰﾋﾞｽの分類と特性、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ構築

29 ○

ﾌﾟﾗｲｽ･ﾗﾝﾆﾝｸﾞ戦略とｾｯﾄ価格戦略

31 ○
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ戦略 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･ﾐｯｸｽ、広告

32 ○
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ戦略

33 ○
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ戦略

ﾊﾟﾌﾞﾘｼﾃｨ、人的販売

ｾｰﾙｽ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ、口ｺﾐ

ｲﾝﾀｰﾅﾙ・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ、環境ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

35 ○
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの新潮流 まとめ

34 ○
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの新潮流



１－３．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

２．教科書、配布物

３．教材、教具

４．評価方法

５．履修に当たっての留意点等

形態
テ    ー    マ 内          容

科 目 名 サービスマネージメント （講義科目） （専門、必須）

マネージメント・エッセンス

科目認定試験

回数

36 ○

ストラテジー・エッセンス

科目認定試験１００点、６０点以上を合格とする。

科目認定試験



（専門、必須）

４学年 通年

１０ 単位 [履修時間数 ９０

１－１．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

担当者名 高柳 守孝（実務経験無）

実務経験内容 －

単 位 数 ／１時間＝９０分]

科 目 名 自動車システム総合 （講義科目）

実施時期 自動車システム工学科１級エンジニアコース

回数
形態

テ    ー    マ 内          容

講義概要 エンジン電子制御装置、シャシ電子制御装置に関し、自動車整備士技能検定における最上
位資格者にふさわしい知識を確実に修得すること。また、自らが積極的に学ぶ姿勢を身に
付け、社会人として必要不可欠な心構えを修練することを狙いとする。

到達目標 ・一級小型自動車登録試験の内容で、本科目に該当する分野の正解率８０％を目指す

1 ○
振動･騒音 概要

高度整備技術 振動と音、振動の表し方

振動･騒音 自由振動と固有振動数

高度整備技術 振動強制力

2 ○
振動･騒音

4 ○
振動･騒音

振動の基本

高度整備技術 振動の性質

3 ○

共振

高度整備技術 剛体振動と弾性振動

5 ○
振動･騒音 音（騒音）の表し方

高度整備技術 音の基本

振動･騒音 共鳴

高度整備技術 音圧ﾚﾍﾞﾙ

6 ○
振動･騒音

8 ○
振動･騒音

音の3要素

高度整備技術 音の感じ方

7 ○

振動と騒音の防止

高度整備技術 振動強制力の発生防止

9 ○
振動･騒音 振動・騒音の防止

高度整備技術 計測機器（振動計、騒音計）

11 ○
振動･騒音

高度整備技術

10 ○
振動･騒音

ｴﾝｼﾞﾝ関係、ｼｬｼ関係、ﾎﾞﾃﾞｰ関係

振動･騒音

計測器の種類

高度整備技術 ﾉｲｽﾞ感知ﾃｽﾀ

ｻｳﾝﾄﾞ･ｽｺｰﾌﾟ

振動･騒音分析器

騒音計

高度整備技術 車両各部の振動・騒音と低減の対応

13 ○
振動･騒音

12 ○

振動･騒音 騒音現象のまとめ

14 ○
振動･騒音

高度整備技術

15 ○

高度整備技術

振動現象のまとめ

高度整備技術



１－２．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習
内          容

科 目 名 自動車システム総合 （講義科目） （専門、必須）

16 ○
振動･騒音

回数
形態

テ    ー    マ

概要

高度整備技術 効率的な故障診断

17 ○
振動･騒音 問診のﾎﾟｲﾝﾄ

高度整備技術 振動・騒音の点検・整備

振動･騒音 故障診断方法

高度整備技術 振動の故障診断

18 ○
振動･騒音

20 ○
振動･騒音

点検・整備方法の概要

高度整備技術 不具合現象の分類

19 ○

騒音の故障診断

高度整備技術

21 ○
振動･騒音 振動・騒音分析器の活用

高度整備技術 画面の構成

電気回路と電子回路の基本 電気回路の構成

電源、ﾋｭｰｽﾞ、ｽｲｯﾁ、負荷、配線

22 ○
振動･騒音

24 ○
電気回路と電子回路の基本

振動・騒音分析器の活用

高度整備技術 測定方法

23 ○

電子回路の構成

分圧回路、分流回路

25 ○
電気回路と電子回路の基本 電気回路の故障

断線（ｵｰﾌﾟﾝ）、短絡（ｼｮｰﾄ）

電気回路と電子回路の基本 測定要領

ﾋｭｰｽﾞの点検、ﾌﾟﾛｰﾌﾞの取り扱い

26 ○
電気回路と電子回路の基本

28 ○
電気･電子回路の測定技術

電気回路の測定

正常回路の電圧、異常回路の電圧

27 ○

ｻｰｷｯﾄ･ﾃｽﾀ

各信号電圧の測定、各駆動電圧測定

29 ○
電気･電子回路の測定技術 ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ1

各信号波形の測定

電気･電子回路の測定技術 外部診断器1

故障ﾃﾞｰﾀ観測

30 ○
電気･電子回路の測定技術

32 ○
電気･電子回路の測定技術

ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ2

各駆動信号電圧測定

31 ○

外部診断器2

故障ﾃﾞｰﾀ観測

12V電源回路、5V安定化電源回路

ｶﾞｿﾘﾝ･ｴﾝｼﾞﾝ、ｼﾞｰｾﾞﾙ･ｴﾝｼﾞﾝ

電源回路

33 ○
高度整備技術

概要

35 ○
高度整備技術 電源回路診断1

電気回路 電源系統の点検、電源回路の点検

34 ○
高度整備技術

電気回路



１－３．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

51

故障診断3

O2ｾﾝｻ系統、ﾉｯｸ･ｾﾝｻ系統

55 ○

50 ○
高度故障診断技術 診断の基本1

的確な問診

49 ○
高度整備技術 ｶﾞｿﾘﾝ･ｴﾝｼﾞﾝの作動制御ﾓｰﾄﾞ

ECUの制御 ｼﾞｰｾﾞﾙ･ｴﾝｼﾞﾝの作動制御ﾓｰﾄﾞ

48 ○
高度整備技術 CAN通信ｼｽﾃﾑ3

通信信号 回路点検、CAN通信信号の診断

47 ○
高度整備技術 CAN通信ｼｽﾃﾑ2

通信信号 信号形態、異常検知

46 ○
高度整備技術 CAN通信ｼｽﾃﾑ1

通信信号 概要、原理と基本構成

45 ○
高度整備技術 ﾘﾆｱ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀ2

ｱｸﾁｭｴｰﾀ ﾘﾆｱDCﾌﾞﾗｼ･ﾓｰﾀ、ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞ･ﾓｰﾀ

44 ○
高度整備技術 ﾘﾆｱ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀ1

ｱｸﾁｭｴｰﾀ ﾘﾆｱ･ｿﾚﾉｲﾄﾞ･ﾊﾞﾙﾌﾞ、ﾘﾆｱDCﾌﾞﾗｼ･ﾓｰﾀ

43 ○
高度整備技術 ｽｲｯﾁﾝｸﾞ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀ2

ｱｸﾁｭｴｰﾀ ﾌｭｰｴﾙ･ｲﾝｼﾞｪｸﾀ、ｲｸﾞﾆｼｮﾝ･ｺｲﾙ

42 ○
高度整備技術 ｽｲｯﾁﾝｸﾞ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀ1

ｱｸﾁｭｴｰﾀ ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬ式ｿﾚﾉｲﾄﾞ･ﾊﾞﾙﾌﾞ、警告灯、DCﾌﾞﾗｼ･ﾓｰﾀ

41 ○
高度整備技術 その他のｾﾝｻ

ｾﾝｻ ﾉｯｸ･ｾﾝｻ、O2ｾﾝｻ

40 ○
高度整備技術 周波数信号ｾﾝｻ

ｾﾝｻ 磁気抵抗素子式、光学素子式

39 ○
高度整備技術 ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ2

ｾﾝｻ ｽﾛｯﾄﾙ･ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ･ｾﾝｻ

38 ○
高度整備技術 ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ1

ｾﾝｻ 水温ｾﾝｻ、ﾊﾞｷｭｰﾑ･ｾﾝｻ、ｴｱ･ﾌﾛｰ･ﾒｰﾀ

37 ○
高度整備技術 論理信号ｾﾝｻ

ｾﾝｻ 圧力検出式、量検出式、温度検出式

ｸﾗﾝｸ角ｾﾝｻ系統、ｲｸﾞﾅｲﾀ系統

○
高度整備技術 電源回路診断2

電気回路 5V安定化電源回路の点検、ﾏｲｺﾝの点検

故障診断の進め方

水温ｾﾝｻ系統、ｽﾛｯﾄﾙ･ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ･ｾﾝｻ系統

54 ○
高度故障診断技術

高度故障診断技術 故障診断4

高度故障診断技術 故障診断1

ｴｱ･ﾌﾛｰ･ﾒｰﾀ系統、圧力ｾﾝｻ系統

53 ○
高度故障診断技術 故障診断2

内          容回数

36

○
高度故障診断技術 診断の基本2

形態
テ    ー    マ

52 ○

科 目 名 自動車システム総合 （講義科目） （専門、必須）



１－４．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

75 ○
電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ 高度故障診断技術

74 ○
電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ EPS･ECU

回路構成、EPS制御

73 ○
電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ ｱｸﾁｭｴｰﾀ2

DCﾌﾞﾗｼﾚｽ･ﾓｰﾀ

72 ○
電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ ｱｸﾁｭｴｰﾀ1

DCﾌﾞﾗｼ･ﾓｰﾀ

71 ○
電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ ｾﾝｻ3

ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ

70 ○
電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ ｾﾝｻ2

論理信号ｾﾝｻ（電子式ﾓｰﾄﾞ切り替えｽｲｯﾁ）

69 ○
電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ ｾﾝｻ1

論理信号ｾﾝｻ（機械式ﾓｰﾄﾞ切り替えｽｲｯﾁ）

68 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ ﾌｪｲﾙｾｰﾌ機能

高度故障診断技術

科 目 名 自動車システム総合 （講義科目）

回数

56 ○

（専門、必須）

形態
テ    ー    マ 内          容

57 ○
高度故障診断技術

高度故障診断技術 故障診断5

ｴﾝｼﾞﾝ警告灯無点灯時1

故障診断6

ｴﾝｼﾞﾝ警告灯無点灯時2

58 ○
高度故障診断技術 故障診断7

CAN通信系統1

電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ ｾﾝｻ1

論理信号ｾﾝｻ

59 ○
高度故障診断技術

61 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ

故障診断8

CAN通信系統2

60 ○

ｾﾝｻ2

ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ

62 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ ｾﾝｻ3

周波数信号ｾﾝｻ

ｱｸﾁｭｴｰﾀ1

ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬ式ｿﾚﾉｲﾄﾞ･ﾊﾞﾙﾌﾞ

ｱｸﾁｭｴｰﾀ2

63 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ

ﾘﾆｱ･ｿﾚﾉｲﾄﾞ･ﾊﾞﾙﾌﾞ

65

64 ○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ

○
電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ

電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ

電子制御ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ ECUの制御1

ﾗｲﾝ･ﾌﾟﾚｯｼｬ制御、変速制御

ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞ･ﾓｰﾀ（一相励磁式）

ﾛｯｸ･ｱｯﾌﾟ制御、ｴﾝｼﾞﾝ･ﾌﾞﾚｰｷ制御
67 ○

ECUの制御2

ｱｸﾁｭｴｰﾀ3

66 ○



１－５．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

ｱｸﾁｭｴｰﾀ1

ﾘｻｰｷｭﾚｰｼｮﾝ･ｱｸﾁｭｴｰﾀ

ｱｸﾁｭｴｰﾀ2

ﾓｰﾄﾞ･ｱｸﾁｭｴｰﾀ

２．教科書、配布物 日本自動車整備振興会連合会発行　一級自動車整備士　エンジン電子制御装置

日本自動車整備振興会連合会発行　一級自動車整備士　シャシ電子制御装置

３．教材、教具 各分野に該当する単体部品

４．評価方法 科目認定試験１００点、６０点以上を合格とする。

５．履修に当たっての留意点等

90 ○
科目認定試験 科目認定試験

89 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ 高度故障診断技術

88 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ ｵｰﾄ･ｴｱｺﾝECU

運転ﾓｰﾄﾞ、基本制御、補正制御

87 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ ｱｸﾁｭｴｰﾀ5

ﾊﾞｽ･ﾗｲﾝを用いたｱｸﾁｭｴｰﾀ

86 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ ｱｸﾁｭｴｰﾀ4

ﾌﾞﾛｱ･ﾓｰﾀ

85 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ ｱｸﾁｭｴｰﾀ3

ｴｱ･ﾐｯｸｽ･ｱｸﾁｭｴｰﾀ

ｱﾝﾁﾛｯｸ･ﾌﾞﾚｰｷ･ｼｽﾃﾑ

84 ○

83 ○

ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ

ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ

ABS･ECU

ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ
82 ○

ｾﾝｻ

論理信号ｾﾝｻ,ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ

ABS制御、ﾌｪｲﾙｾｰﾌ制御

高度故障診断技術

80 ○
ｱﾝﾁﾛｯｸ･ﾌﾞﾚｰｷ･ｼｽﾃﾑ

81 ○

ｾﾝｻ3

周波数信号ｾﾝｻ

ｱﾝﾁﾛｯｸ･ﾌﾞﾚｰｷ･ｼｽﾃﾑ ｱｸﾁｭｴｰﾀ

ﾎﾟﾝﾌﾟ･ﾓｰﾀ、ﾓｼﾞｭﾚｰﾀ･ﾊﾞﾙﾌﾞ
79 ○

77 ○
ｱﾝﾁﾛｯｸ･ﾌﾞﾚｰｷ･ｼｽﾃﾑ

78 ○
ｱﾝﾁﾛｯｸ･ﾌﾞﾚｰｷ･ｼｽﾃﾑ

ｾﾝｻ2

ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ

76 ○
ｱﾝﾁﾛｯｸ･ﾌﾞﾚｰｷ･ｼｽﾃﾑ ｾﾝｻ1

論理信号ｾﾝｻ

科 目 名 自動車システム総合 （講義科目） （専門、必須）

回数
形態

テ    ー    マ 内          容

公論出版発行　　　　　　　　　　法令教本　　　　　　　



（専門、必須）

４学年 前期

６ 単位 [履修時間数 １１２

１－１．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

実務経験内容 自動車整備士として自動車整備工場で自動車の点検、車検、整備、故障診断等に従事

単 位 数 ／１時間＝９０分]

担当者名

科 目 名 インターンシップ （実習科目）

実施時期 自動車システム工学科１級エンジニアコース

テ    ー    マ

教員F（実務経験有）

内          容

講義概要 整備工場での整備作業を通じ、仕事というものの本質を考え、学校で学ぶ理論と実際の
違いを体感し、社会人としての基礎を身に付ける。また、現場での緊張感ある実作業を
体験し、様々な作業を体得、修得することにより応用力を養うことを目的にする。

到達目標 ・チームワーク、課題解決力、決断力を身につけ、自らの職業観を醸成し、主体的な
　キャリヤ形成を考えることができるようになる

1 ○
自動車の点検整備 日常点検1

ﾀｲﾔﾛｰﾃｰｼｮﾝ､ｴｱ調整､ｴﾝｼﾞﾝ･ｵｲﾙ交換など

回数
形態

2 ○
自動車の点検整備 日常点検2

ﾀｲﾔﾛｰﾃｰｼｮﾝ､ｴｱ調整､ｴﾝｼﾞﾝ･ｵｲﾙ交換など

3 ○
自動車の点検整備 日常点検3

ﾀｲﾔﾛｰﾃｰｼｮﾝ､ｴｱ調整､ｴﾝｼﾞﾝ･ｵｲﾙ交換など

4 ○
自動車の点検整備 法定定期点検および整備記録簿の記入1

各種ｵｲﾙ､ｴﾚﾒﾝﾄ交換､ﾌﾞﾚｰｷのｴｱ抜き､調整など

5 ○
自動車の点検整備 法定定期点検および整備記録簿の記入2

各種ｵｲﾙ､ｴﾚﾒﾝﾄ交換､ﾌﾞﾚｰｷのｴｱ抜き､調整など

6 ○
自動車の点検整備 法定定期点検および整備記録簿の記入3

各種ｵｲﾙ､ｴﾚﾒﾝﾄ交換､ﾌﾞﾚｰｷのｴｱ抜き､調整など

7 ○
自動車の点検整備 法定定期点検および整備記録簿の記入4

各種ｵｲﾙ､ｴﾚﾒﾝﾄ交換､ﾌﾞﾚｰｷのｴｱ抜き､調整など

8 ○
自動車の点検整備 法定定期点検および整備記録簿の記入5

各種ｵｲﾙ､ｴﾚﾒﾝﾄ交換､ﾌﾞﾚｰｷのｴｱ抜き､調整など

9 ○
自動車の点検整備 法定定期点検および整備記録簿の記入6

各種ｵｲﾙ､ｴﾚﾒﾝﾄ交換､ﾌﾞﾚｰｷのｴｱ抜き､調整など

10 ○
自動車の点検整備

11 ○
自動車の点検整備

自動車の点検整備

法定定期点検および整備記録簿の記入7

各種ｵｲﾙ､ｴﾚﾒﾝﾄ交換､ﾌﾞﾚｰｷのｴｱ抜き､調整など

一般整備1

ﾊﾟｯﾄﾞ交換、ﾄﾞﾗｲﾌﾞ･ｼｬﾌﾄ交換、ｸﾗｯﾁ交換など

一般整備2

ﾊﾟｯﾄﾞ交換、ﾄﾞﾗｲﾌﾞ･ｼｬﾌﾄ交換、ｸﾗｯﾁ交換など

13 ○
自動車の点検整備

12 ○

一般整備3

ﾊﾟｯﾄﾞ交換、ﾄﾞﾗｲﾌﾞ･ｼｬﾌﾄ交換、ｸﾗｯﾁ交換など

一般整備5

14 ○
自動車の点検整備

○
自動車の点検整備

ﾊﾟｯﾄﾞ交換、ﾄﾞﾗｲﾌﾞ･ｼｬﾌﾄ交換、ｸﾗｯﾁ交換など

一般整備4

ﾊﾟｯﾄﾞ交換、ﾄﾞﾗｲﾌﾞ･ｼｬﾌﾄ交換、ｸﾗｯﾁ交換など
15



１－２．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

故障原因探究

故障原因探究

異常部位と故障現象の関連の把握

異常部位と故障現象の関連の把握

異常部位と故障現象の関連の把握

異常部位と故障現象の関連の把握

異常部位と故障現象の関連の把握

異常部位と故障現象の関連の把握

異常部位と故障現象の関連の把握

異常部位と故障現象の関連の把握

科 目 名 インターンシップ （実習科目） （専門、必須）

回数
形態

テ    ー    マ 内          容

16 ○
自動車の点検整備 整備主任者、検査員業務の把握1

17 ○
自動車の点検整備

○
自動車の点検整備

指導者に付いての整備作業のｻﾎﾟｰﾄ業務

整備主任者、検査員業務の把握2

指導者に付いての整備作業のｻﾎﾟｰﾄ業務

整備主任者、検査員業務の把握3

指導者に付いての整備作業のｻﾎﾟｰﾄ業務

19 ○
多頻度故障の認識と故障診断の手法1

指導者に付いての整備作業のｻﾎﾟｰﾄ業務

18

20 ○
多頻度故障の認識と故障診断の手法2

指導者に付いての整備作業のｻﾎﾟｰﾄ業務

21 ○
故障原因探究 多頻度故障の認識と故障診断の手法3

指導者に付いての整備作業のｻﾎﾟｰﾄ業務

22 ○
故障原因探究 多頻度故障の認識と故障診断の手法4

指導者に付いての整備作業のｻﾎﾟｰﾄ業務

23 ○
故障原因探究 多頻度故障の認識と故障診断の手法5

指導者に付いての整備作業のｻﾎﾟｰﾄ業務

24 ○
故障原因探究 多頻度故障の認識と故障診断の手法6

指導者に付いての整備作業のｻﾎﾟｰﾄ業務

25 ○
故障原因探究 多頻度故障の認識と故障診断の手法7

指導者に付いての整備作業のｻﾎﾟｰﾄ業務

26 ○
故障原因探究 多頻度故障の認識と故障診断の手法8

指導者に付いての整備作業のｻﾎﾟｰﾄ業務

27 ○
故障原因探究

28 ○
故障原因探究

○
故障原因探究

多頻度故障の認識と故障診断の手法9

指導者に付いての整備作業のｻﾎﾟｰﾄ業務

外部故障診断器を用いての診断1

故障原因探究

外部故障診断器を用いての診断2

30 ○
故障原因探究 外部故障診断器を用いての診断3

29

外部故障診断器を用いての診断4

32 ○
故障原因探究 外部故障診断器を用いての診断5

31 ○

外部故障診断器を用いての診断6

外部故障診断器を用いての診断7

33 ○
故障原因探究

34 ○

外部故障診断器を用いての診断8
35 ○

故障原因探究

故障原因探究



１－３．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

指導者に付いて業務のｻﾎﾟｰﾄ
55 ○

総合診断 

受付～問診～診断手法（外部診断器を用いての診断）9

指導者に付いて業務のｻﾎﾟｰﾄ

見積書作成～整備説明～ｱﾌﾀｰ･ﾌｫﾛｰ9

指導者に付いて業務のｻﾎﾟｰﾄ

受付～問診～診断手法（外部診断器を用いての診断）10

54 ○
総合診断 

指導者に付いて業務のｻﾎﾟｰﾄ

53 ○
総合診断 

51 ○
総合診断 受付～問診～診断手法（外部診断器を用いての診断）8

指導者に付いて業務のｻﾎﾟｰﾄ

形態
テ    ー    マ 内          容

（専門、必須）（実習科目）

外部故障診断器を用いての診断9

異常部位と故障現象の関連の把握

回数

36 ○
故障原因探究

37 ○
総合診断 受付～問診～診断手法（外部診断器を用いての診断）1

指導者に付いて業務のｻﾎﾟｰﾄ

38 ○
総合診断 見積書作成～整備説明～ｱﾌﾀｰ･ﾌｫﾛｰ1

指導者に付いて業務のｻﾎﾟｰﾄ

39 ○
総合診断 受付～問診～診断手法（外部診断器を用いての診断）2

指導者に付いて業務のｻﾎﾟｰﾄ

40 ○
総合診断 見積書作成～整備説明～ｱﾌﾀｰ･ﾌｫﾛｰ2

指導者に付いて業務のｻﾎﾟｰﾄ

41 ○
総合診断 受付～問診～診断手法（外部診断器を用いての診断）3

指導者に付いて業務のｻﾎﾟｰﾄ

42 ○
総合診断 見積書作成～整備説明～ｱﾌﾀｰ･ﾌｫﾛｰ3

指導者に付いて業務のｻﾎﾟｰﾄ

43 ○
総合診断 受付～問診～診断手法（外部診断器を用いての診断）4

指導者に付いて業務のｻﾎﾟｰﾄ

44 ○
総合診断 見積書作成～整備説明～ｱﾌﾀｰ･ﾌｫﾛｰ4

指導者に付いて業務のｻﾎﾟｰﾄ

45 ○
総合診断 受付～問診～診断手法（外部診断器を用いての診断）5

指導者に付いて業務のｻﾎﾟｰﾄ

46 ○
総合診断 見積書作成～整備説明～ｱﾌﾀｰ･ﾌｫﾛｰ5

指導者に付いて業務のｻﾎﾟｰﾄ

受付～問診～診断手法（外部診断器を用いての診断）6

指導者に付いて業務のｻﾎﾟｰﾄ

48

47 ○
総合診断 

○

50 ○
総合診断 

○
総合診断 見積書作成～整備説明～ｱﾌﾀｰ･ﾌｫﾛｰ8

見積書作成～整備説明～ｱﾌﾀｰ･ﾌｫﾛｰ7

指導者に付いて業務のｻﾎﾟｰﾄ

総合診断 見積書作成～整備説明～ｱﾌﾀｰ･ﾌｫﾛｰ6

総合診断 受付～問診～診断手法（外部診断器を用いての診断）7

指導者に付いて業務のｻﾎﾟｰﾄ

52

科 目 名 インターンシップ

49 ○

指導者に付いて業務のｻﾎﾟｰﾄ



１－４．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

２．教科書、配布物

３．教材、教具 インターンシップ先企業で使用する車両、資料

４．評価方法 企業評価(インターンシップ評価）：５０点

報告書の内容及び巡回指導時状況：３０点

報告会での発表評価：２０点

合計１００点満点で評価し、６０点以上を合格とする

５．履修に当たっての留意点等

企業人としての心構えをもって取り組む

常に安全に気を配りながら行動する

見積書作成～整備説明～ｱﾌﾀｰ･ﾌｫﾛｰ10

総合診断まとめ
56 ○

総合診断 

回数
形態

テ    ー    マ 内          容

科 目 名 インターンシップ （実習科目） （専門、必須）



（専門、必須）

４学年 通年

６ 単位 [履修時間数 １１０

１－１．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

単 位 数 ／１時間＝９０分]

内          容

講義概要 ナンバー付車両の受け入れ等、多くの車両を整備することにより、機能確認、分解、調
整、組み立て作業、故障探究を行う。又、電子制御については、メーカーを問わず理解
する。

到達目標 ・定期点検整備１.５時間以内、車検整備３.０時間以内で完了することを目指す

科 目 名 電子制御システム総合 （実習科目）

実施時期 自動車システム工学科１級エンジニアコース

教員F（実務経験有）

電子制御式AT

故障探究の手順、及び、その判定方法

回数
形態

1 ○
ｼｬｼ高度故障診断研究

テ    ー    マ

ｼｬｼ高度故障診断研究 ABS

故障探究の手順、及び、その判定方法

2 ○
ｼｬｼ高度故障診断研究

4 ○
ｼｬｼ高度故障診断研究

EPS

故障探究の手順、及び、その判定方法

3 ○

ｵｰﾄ･ｴｱｺﾝ

故障探究の手順、及び、その判定方法

5 ○
ｼｬｼ高度故障診断研究 ﾎﾞﾃﾞｰ電装

故障探究の手順、及び、その判定方法

ｼｬｼ高度故障診断作業 電子制御式AT2

ｼﾌﾄ･ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ･ｾﾝｻ系統の不具合

6 ○
ｼｬｼ高度故障診断作業

8 ○
ｼｬｼ高度故障診断作業

電子制御式AT1

ｼﾌﾄﾛｯｸ･ｿﾚﾉｲﾄﾞ系統の不具合

7 ○

電子制御式AT3

ｱｸﾁｭｴｰﾀ(ｿﾚﾉｲﾄﾞ･ﾊﾞﾙﾌﾞ)の不具合

9 ○
ｼｬｼ高度故障診断作業 EPS1

ﾄﾙｸ･ｾﾝｻ系統の不具合

11 ○
ｼｬｼ高度故障診断作業

10 ○
ｼｬｼ高度故障診断作業

ｼｬｼ高度故障診断作業

EPS2

ｱｼｽﾄ･ﾓｰﾀ系統の不具合

EPS3

各種ﾌｪｲﾙｾｰﾌ制御

ABS1

FSR(ﾌｪｲﾙｾｰﾌ･ﾘﾚｰ)系統の不具合

13 ○
ｼｬｼ高度故障診断作業

12 ○

ABS2

14 ○
ｼｬｼ高度故障診断作業

15 ○

車輪速ｾﾝｻ系統の不具合(ｼｬｼ･ﾀﾞｲﾅﾓ測定)

ｵｰﾄ･ｴｱｺﾝ1

ｱｸﾁｭｴｰﾀの不具合

ｼｬｼ高度故障診断作業

ｾﾝｻの不具合

ｵｰﾄ･ｴｱｺﾝ2

担当者名

実務経験内容 自動車整備士として自動車整備工場で自動車の点検、車検、整備、故障診断等に従事



１－２．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

外部診断器を使用する故障探究方法

あらゆる機器を駆使し様々な車両の故障探究

回数
形態

テ    ー    マ 内          容

科 目 名 電子制御システム総合 （実習科目） （専門、必須）

ｼｬｼ高度故障診断作業 ﾎﾞﾃﾞｰ電装1

電動ﾄﾞｱ･ﾐﾗｰの不具合

16 ○
ｼｬｼ高度故障診断作業

18 ○
ｼｬｼ高度故障診断作業

灯火装置

各種灯火装置の不具合

17 ○

ﾎﾞﾃﾞｰ電装2

ﾊﾟﾜｰ･ｳｨﾝﾄﾞｳの不具合

19 ○
ｼｬｼ高度故障診断作業 ﾎﾞﾃﾞｰ電装3

ﾒｰﾀ･ﾊﾟﾈﾙ内警告灯の不具合

ｴﾝｼﾞﾝ高度故障診断作業 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｻｰｷｯﾄ･ﾃｽﾀ､ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｵｼﾛ･ｽｺｰﾌﾟ

測定機器の確認 外部診断機の取り扱い確認

20 ○
ｼｬｼ高度故障診断作業

22 ○
ｴﾝｼﾞﾝ高度故障診断作業

ﾎﾞﾃﾞｰ電装4

ﾜｲﾊﾟ･ﾓｰﾀの不具合

21 ○

論理信号ｾﾝｻの信号形態、異常検知、回路点検

ｾﾝｻ故障探究

23 ○
ｴﾝｼﾞﾝ高度故障診断作業 ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻの信号形態、異常検知、回路点検

ｾﾝｻ故障探究

ｴﾝｼﾞﾝ高度故障診断作業 その他のｾﾝｻの信号形態、異常検知、回路点検

ｾﾝｻ故障探究

24 ○
ｴﾝｼﾞﾝ高度故障診断作業

26 ○
ｴﾝｼﾞﾝ高度故障診断作業

周波数信号ｾﾝｻの信号形態、異常検知、回路点検

ｾﾝｻ故障探究

25 ○

ｽｲｯﾁﾝｸﾞ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀ

ｱｸﾁｭｴｰﾀ故障探究 信号形態、異常検知、回路点検

27 ○
ｴﾝｼﾞﾝ高度故障診断作業 ﾘﾆｱ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀ

ｱｸﾁｭｴｰﾀ故障探究 信号形態、異常検知、回路点検

ｴﾝｼﾞﾝ高度故障診断作業 CAN通信回路点検2

CAN故障探究 異常検知、回路点検、診断

28 ○
ｴﾝｼﾞﾝ高度故障診断作業

30 ○
ｴﾝｼﾞﾝ高度故障診断作業

CAN通信回路点検1

CAN故障探究 異常検知、回路点検、診断

29 ○

ｶﾞｿﾘﾝ･ｴﾝｼﾞﾝの作動制御ﾓｰﾄﾞ1

ECUの制御 ｶﾞｿﾘﾝ･ｴﾝｼﾞﾝの作動制御ﾓｰﾄﾞ2

31 ○
ｴﾝｼﾞﾝ高度故障診断作業 ｼﾞｰｾﾞﾙ･ｴﾝｼﾞﾝの作動制御ﾓｰﾄﾞ1

ECUの制御 ｼﾞｰｾﾞﾙ･ｴﾝｼﾞﾝの作動制御ﾓｰﾄﾞ2

車載故障診断装置における故障探究方法1

外部診断器を使用する故障探究方法

車載故障診断装置における故障探究方法2

32 ○
ｴﾝｼﾞﾝ高度故障診断作業

外部診断器を使用する故障探究方法

車載故障診断装置における故障探究方法3

33 ○
ｴﾝｼﾞﾝ高度故障診断作業

34 ○

総合故障探究1
○

ｴﾝｼﾞﾝ高度故障診断作業
35

ｴﾝｼﾞﾝ高度故障診断作業



１－３．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

科目認定試験
55 ○

科目認定試験

ｴﾝｼﾞﾝの調子が悪い

54 ○
故障整備作業 引き渡し（納車）・整備内容の説明

清算、整備保証書、ﾌｫﾛｰ･ｱｯﾌﾟ（調子伺い）

○
車検整備作業 総合診断・受付

問診・診断（ｴﾝｼﾞﾝの調子が悪い）

53 ○
故障整備作業 整備計画

51 ○
車検整備作業 引き渡し（納車）・整備内容の説明

清算、整備保証書、ﾌｫﾛｰ･ｱｯﾌﾟ（調子伺い）

総合故障探究2

形態
テ    ー    マ 内          容

科 目 名 電子制御システム総合 （実習科目） （専門、必須）

回数

36 ○
ｴﾝｼﾞﾝ高度故障診断作業

37 ○
ｴﾝｼﾞﾝ高度故障診断作業

あらゆる機器を駆使し様々な車両の故障探究

総合故障探究3

あらゆる機器を駆使し様々な車両の故障探究

38 ○
整備業界全般の実務 整備業務の基本的な流れ

整備業務の基本的な応酬話法 応酬話法の要点

総合診断 精算から受け渡し

39 ○
総合診断

41 ○
定期点検整備作業

受付

問診方法

40 ○

受付ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

電話応対

42 ○
定期点検整備作業 問診・診断1

ﾌﾞﾚｰｷ・ｼﾘﾝﾀﾞ錆付き

定期点検整備作業 整備計画

ﾌﾞﾚｰｷ･ｼﾘﾝﾀﾞ錆付き、2年定期点検整備

43 ○
定期点検整備作業

45 ○
定期点検整備作業

問診・診断2

2年定期点検整備

44 ○

引き渡し（納車）

整備内容の説明等

46 ○
定期点検整備作業 整備後の支援体制

ﾌｫﾛｰ･ｱｯﾌﾟ（調子伺い）

48

47 ○

○
問診・診断

整備後の支援体制

ﾌｫﾛｰ･ｱｯﾌﾟ（調子伺い）

定期点検整備作業

○
車検整備作業 故障ではない装置特有の現象の説明

整備計画

50 ○
車検整備作業 概算見積もり及び完成納期の説明

追加整備作業のお客様への連絡

52

車検整備作業 総合診断・受付

49



２．教科書、配布物 日本自動車整備振興会連合会発行　一級自動車整備士　エンジン電子制御装置

日本自動車整備振興会連合会発行　一級自動車整備士　シャシ電子制御装置

日本自動車整備振興会連合会発行　

３．教材、教具 教材車両

受注整備車両

オシロ・スコープ　

外部診断器

４．評価方法

５．履修に当たっての留意点等

常に安全を意識した作業を心掛ける

一級自動車整備士　総合診断・環境保全・安全管理

科目認定試験９０点、レポート点１０点の合計１００点とし、６０点以上を

合格とする。



（専門、必須）

４学年 通年

６ 単位 [履修時間数 １１０

作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

１－１．授業計画

15 ○
故障探究練習

電気自動車の定期点検3

電気自動車の定期点検4

故障探究ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ1

14 ○
各種電気自動車の整備

13 ○
各種電気自動車の整備

電気自動車の定期点検1

12 ○
各種電気自動車の整備 電気自動車の定期点検2

11 ○
各種電気自動車の整備

診断技術の複雑化と車両診断器の必要性

自己診断、故障ｺｰﾄﾞ

10 ○
電気自動車の車両診断 ﾈｯﾄﾜｰｸ化されたｼｽﾃﾑ診断

CAN通信、外部診断機の活用法

9 ○
電気自動車の車両診断

EV用ｱｸｾﾙ･ｾﾝｻ、ﾌﾞﾚｰｷ･ｾﾝｻ

による点検 役目と取付位置確認、構造･作動･点検

8 ○
ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ、ｻｰｷｯﾄ･ﾃｽﾀ ﾊﾟｰｷﾝｸﾞ･ﾌﾞﾚｰｷ･ｱｸﾁｭｴｰﾀ

による点検 ECUｺﾈｸﾀの電圧点検

7 ○
ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ、ｻｰｷｯﾄ･ﾃｽﾀ

役目と取付位置、ｺﾈｸﾀ確認

急速充電、普通充電、充電作業上の注意

6 ○
EVﾊﾞｯﾃﾘ･ｱｾﾝﾌﾞﾘ 正常値ﾃﾞｰﾀ取得、ﾌｪｲﾙｾｰﾌの確認

EVｲﾝﾊﾞｰﾀ 役目と取付位置確認、構造･作動、信号確認

5 ○
電気自動車用車載充電器

ﾓｰﾀの構造作動、正常値ﾃﾞｰﾀ取得

4 ○
ﾓｰﾀ ﾌｪｲﾙｾｰﾌの確認

ﾓｰﾀの種類と特徴

3 ○
ﾓｰﾀ

電気自動車のﾒﾘｯﾄと課題

試乗 電気自動車の特徴

2 ○

到達目標 ・サーキット・テスタを使用した基本的な測定方法により不具合個所を探求できる

ﾓｰﾀECU 役目、構造、作動、電圧、波形の計測

正常値ﾃﾞｰﾀ取得、ﾌｪｲﾙｾｰﾌの確認

1 ○
電気自動車の概要

ハイブリット自動車、電気自動車等の特徴を理解し、外部診断器、自己診断を活用しト
ラブルシュートによる、実践的な作業を身につける。また、電装品の故障探究、点検技
術を習得する。

科 目 名 高難度故障診断 （実習科目）

実施時期 自動車システム工学科１級エンジニアコース

単 位 数 ／１時間＝９０分]

担当者名 教員F（実務経験有）

実務経験内容 自動車整備士として自動車整備工場で自動車の点検、車検、整備、故障診断等に従事

回数
形態

テ    ー    マ 内          容

講義概要



１－２．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

34 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ

　故障探究

35 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ 各ｱｸﾁｭｴｰﾀの電圧特性を参考にした故障探究5

　故障探究

33 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ

　故障探究

各ｱｸﾁｭｴｰﾀの電圧特性を参考にした故障探究2

　故障探究

各ｱｸﾁｭｴｰﾀの電圧特性を参考にした故障探究3

各ｱｸﾁｭｴｰﾀの電圧特性を参考にした故障探究4

32 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ

各ｾﾝｻの電圧特性を参考にした故障探究4

　故障探究

31 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ 各ｱｸﾁｭｴｰﾀの電圧特性を参考にした故障探究1

　故障探究

30 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ

各ｾﾝｻの電圧特性を参考にした故障探究2

　故障探究

29 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ 各ｾﾝｻの電圧特性を参考にした故障探究3

　故障探究

28 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ

取り外し、単体点検、測定、組み付け、調整6

　ｽｲｯﾁﾝｸﾞ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀ 作動状態に応じた各箇所の回路点検

27 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ 各ｾﾝｻの電圧特性を参考にした故障探究1

　故障探究

26 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ

取り外し、単体点検、測定、組み付け、調整4

　ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ 作動状態に応じた各箇所の回路点検

25 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ 取り外し、単体点検、測定、組み付け、調整5

　ｽｲｯﾁﾝｸﾞ駆動ｱｸﾁｭｴｰﾀ 作動状態に応じた各箇所の回路点検

24 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ

取り外し、単体点検、測定、組み付け、調整2

　論理信号ｾﾝｻ 作動状態に応じた各箇所の回路点検

23 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ 取り外し、単体点検、測定、組み付け、調整3

　ﾘﾆｱ信号ｾﾝｻ 作動状態に応じた各箇所の回路点検

22 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ

随時試験

21 ○
ｵｰﾄ･ｴｱ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ 取り外し、単体点検、測定、組み付け、調整1

　論理信号ｾﾝｻ 作動状態に応じた各箇所の回路点検

20 ○
随時試験

故障設定、不具合確認、故障部位の特定2

19 ○
故障探究 故障設定、不具合確認、故障部位の特定3

18 ○
故障探究

故障探究ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ2

17 ○
故障探究 故障設定、不具合確認、故障部位の特定1

16 ○
故障探究練習

回数
形態

テ    ー    マ 内          容

科 目 名 高難度故障診断 （実習科目） （専門、必須）



１－３．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

総合診断･受付・不正改造車の対応

整備計画（ｵｰﾊﾞ･ﾋｰﾄ気味、1年定期点検整備）

引き渡し（納車）、整備内容の説明

清算、整備保証書、ﾌｫﾛｰ･ｱｯﾌﾟ（調子伺い）

整備計画

ｴｱｺﾝが入らない及び1年定期点検整備

引き渡し（納車）、整備内容説明

整備料金の清算、整備保証書の発行

49

不正改造車の対応

着色ﾌｨﾙﾑの張り付け、前部霧灯

55 ○
科目認定試験 科目認定試験

54 ○
故障整備

引き渡し（納車）、整備内容の説明

清算、整備保証書、ﾌｫﾛｰ･ｱｯﾌﾟ（調子伺い）

53 ○
故障整備 不正改造車の対応

警音器（ﾐｭｰｼﾞｯｸ･ﾎｰﾝ）の取り付け

52 ○
故障整備

51 ○
故障整備

50 ○
故障整備

○
故障整備

48 ○
故障整備

47 ○
定期点検整備研究

46 ○
定期点検整備研究

整備計画

ﾊﾝﾄﾞﾙの操作が重い

45
ﾀｲﾔのｱﾝﾊﾞﾗﾝｽの受入点検、診断

総合診断、受付、問診、診断

総合診断、受付

問診、診断（ﾊﾝﾄﾞﾙの操作が重い）

○
定期点検整備研究

ﾊﾞｯﾃﾘ及び補機類駆動用ﾍﾞﾙﾄの受入点検、診断

44 ○
定期点検整備研究 ﾊﾝﾄﾞﾙの振れの受入点検、診断

43 ○
定期点検整備研究

ﾌﾞﾚｰｷ液の受入点検、診断

LLC（ﾛﾝｸﾞ･ﾗｲﾌ･ｸｰﾗﾝﾄ）受入点検、診断

42 ○
定期点検整備研究 診断、受入点検（検査）

ｴｱｺﾝが入らない

41 ○
定期点検整備研究

定期点検整備の必要性

40 ○
定期点検整備研究 計器及び警告灯の受入点検、診断

ｴﾝｼﾞﾝ･ｵｲﾙの受入点検、診断

39 ○
定期点検整備研究

問診・診断

38 ○
定期点検整備研究 定期点検整備の勧め

37 ○
定期点検整備研究

随時試験

回数

36 ○
随時試験

形態
テ    ー    マ 内          容

科 目 名 高難度故障診断 （実習科目） （専門、必須）



２．教科書、配布物

３．教材、教具

ベンチ・エンジン

単体部品教材

外部診断器

４．評価方法

５．履修に当たっての留意点等

常に安全を意識した作業を心掛ける

教材車両

全国自動車大学校・整備専門学校協会発行　　

科目認定試験９０点、レポート点１０点の合計１００点とし、６０点以上を

合格とする。

次世代自動車システム　ハイブリッドおよび車両診断/電気自動車

日本自動車整備振興会連合会発行　一級自動車整備士　エンジン電子制御装置

日本自動車整備振興会連合会発行　一級自動車整備士　自動車新技術



（専門、必須）

４学年 通年

５ 単位 [履修時間数 ９０

１－１．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

担当者名 教員F（実務経験有）

実務経験内容 自動車整備士として自動車整備工場で自動車の点検、車検、整備、故障診断等に従事

15 ○
ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ脱着

電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ脱着

ｱﾗｲﾒﾝﾄ調整

ﾏﾆｭｱﾙ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ取り外し

ｸﾗｯﾁ交換、ﾐｯｼｮﾝ･ｵｰﾊﾞﾎｰﾙ

13 ○
電動式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ脱着

14 ○
ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ脱着

12 ○
油圧式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ 油圧式ﾊﾟﾜｰ･ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ脱着

脱着 ｱﾗｲﾒﾝﾄ調整

11 ○
ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ脱着 ｳｨｯｼｭ･ﾎﾞｰﾝ脱着

ｱﾗｲﾒﾝﾄ調整

10 ○
ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ脱着 ｽﾄﾗｯﾄ脱着

ｱﾗｲﾒﾝﾄ調整

9 ○
自家用貨物自動車等(別表4) 全ﾒｰｶｰの教材車を用いて、日常点検、1年点検整備

に基づく車検整備

8 ○
自家用貨物自動車等(別表4) 全ﾒｰｶｰの教材車を用いて、日常点検、1年点検整備

に基づく車検整備

7 ○
自家用乗用車等(別表6) 全ﾒｰｶｰの教材車を用いて、日常点検、2年点検整備

に基づく車検整備

6 ○
自家用乗用車等(別表6) 全ﾒｰｶｰの教材車を用いて、日常点検、2年点検整備

に基づく車検整備

5 ○
受け入れ検査、完成検査 受け入れ検査、完成検査、違法改造車の対応

記録簿記入法 記録簿記入法

整備機器の取扱い確認

四輪ｱﾗｲﾒﾝﾄ･ﾃｽﾀ、ﾄﾙｺﾝ･ﾁｪﾝｼﾞｬなど

4 ○
検査ﾗｲﾝ機器取扱い ﾌﾞﾚｰｷ･ｽﾋﾟｰﾄﾞ･ﾃｽﾀ、CO･HCﾃｽﾀ、ｵﾊﾟｼﾒｰﾀ

ｼﾞｰｾﾞﾙ･ｽﾓｰｸ･ﾃｽﾀ、ｻｲﾄﾞ･ｽﾘｯﾌﾟ･ﾃｽﾀ、前照灯ﾃｽﾀ

1

3 ○
整備機器取扱い

2 ○
整備機器取扱い 整備機器の取扱い確認

ﾀｲﾔ･ﾁｪﾝｼﾞｬ、ﾐｯｼｮﾝ･ｼﾞｬｯｷ、ﾌﾟﾚｽ機など

○
工場でのｴﾝｼﾞﾆｱとしての行動 車両取扱い、車両誘導、ﾘﾌﾄ操作、工具の扱い方

規範確認 身だしなみ、安全確認等の基本動作態度の確認

形態
内          容

講義概要 ４年間で学んできたあらゆる整備技術を駆使し、与えられた課題をこなしながら整備技
術の総合力の更なる向上を目指す。また、登録車両による車検や点検整備を通じ、整備
工場で十分通用する整備技能の習得を目指す。

到達目標 ・一級工科検定で８０％以上の得点を目指す

回数

単 位 数 ／１時間＝９０分]

科 目 名 トータルメンテナンス （実習科目）

実施時期 自動車システム工学科１級エンジニアコース

テ    ー    マ



１－２．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

34 ○
高度故障診断技術

振動･騒音関係（ｼｬｼ）

35 ○

振動･騒音の発生原因の実証確認

振動･騒音の発生原因の実証確認

33 ○
高度故障診断技術

振動･騒音関係（ｴﾝｼﾞﾝ）

自動車点検整備実践 指定工場受注車として入庫する登録車両の点検整備1

32 ○
高度故障診断技術 ﾀﾞｲｱｸﾞﾉｰｼｽ･ｺｰﾄﾞを持たない場合の故障診断

ｼｬｼ系統

31 ○
高度故障診断技術 ﾀﾞｲｱｸﾞﾉｰｼｽ･ｺｰﾄﾞを持つ場合の故障診断

ｼｬｼ系統

30 ○
高度故障診断技術 警告灯無点灯時(ﾀﾞｲｱｸﾞ正常時）の点検整備方法

ｴﾝｼﾞﾝ系統 CAN通信系統の点検整備

29 ○
高度故障診断技術 警告灯点灯時の点検整備方法

ｴﾝｼﾞﾝ系統 外部診断器を用いた切り分け法による診断

28 ○
高度故障診断技術 問診技術の向上

問診･現象確認 現象確認、再現手法

27 ○
HEVｼｽﾃﾑ整備 ｲﾝﾊﾞｰﾀ脱着

HEVﾊﾞｯﾃﾘ脱着

26 ○
EV･HEV車定期点検 EV･HEV車の取扱い

自家用自動車等（別表6）に基づく点検整備

25 ○
ｴﾝｼﾞﾝ脱着ｵｰﾊﾞﾎｰﾙ ﾀｲﾐﾝｸﾞ･ﾍﾞﾙﾄ調整

ｴﾝｼﾞﾝ車両搭載

24 ○
ｴﾝｼﾞﾝ脱着ｵｰﾊﾞﾎｰﾙ ﾋﾟｽﾄﾝ、ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄ組み付け

ｴﾝｼﾞﾝ組み付け

23 ○
ｴﾝｼﾞﾝ脱着ｵｰﾊﾞﾎｰﾙ ｼﾘﾝﾀﾞ･ﾍｯﾄﾞ･ｵｰﾊﾞﾎｰﾙ

ﾊﾞﾙﾌﾞ･ｸﾘｱﾗﾝｽ調整

22 ○
ｴﾝｼﾞﾝ脱着ｵｰﾊﾞﾎｰﾙ ｼﾘﾝﾀﾞ･ﾌﾞﾛｯｸ取り外し

ﾋﾟｽﾄﾝ、ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄ取り外し

21 ○
ｴﾝｼﾞﾝ脱着ｵｰﾊﾞﾎｰﾙ ｼﾘﾝﾀﾞ･ﾍｯﾄﾞ取り外し

20 ○
ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ脱着 CVT組み付け

19 ○
ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ脱着 CVT取り外し

18 ○
ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ脱着 ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ組み付け

17 ○
ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ脱着 ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ取り外し

回数
形態

テ    ー    マ 内          容

16 ○
ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ脱着 ﾏﾆｭｱﾙ･ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ組み付け

科 目 名 トータルメンテナンス （実習科目） （専門、必須）



１－３．授業計画 作成年月[Ｒ６.１]

講義 実習

２．教科書、配布物

３．教材、教具

受注整備車両

単体部品教材

外部診断器

４．評価方法

５．履修に当たっての留意点等

（実習科目） （専門、必須）

合格とする。

日本自動車整備振興会連合会発行　自動車定期点検整備の手引

45 ○
科目認定試験

常に安全を意識した作業を心掛ける

教材車両

日本自動車整備振興会連合会発行　一級自動車整備士　エンジン電子制御装置

科目認定試験９０点、レポート点１０点の合計１００点とし、６０点以上を

公論出版発行　　　　　　　　　　法令教本　　　　　　　

科目認定試験

44 ○
科目認定試験 科目認定試験

43 ○
自動車点検整備実践 指定工場受注車として入庫する登録車両の点検整備9

42 ○
自動車点検整備実践 指定工場受注車として入庫する登録車両の点検整備8

41 ○
自動車点検整備実践 指定工場受注車として入庫する登録車両の点検整備7

40 ○
自動車点検整備実践 指定工場受注車として入庫する登録車両の点検整備6

39 ○
自動車点検整備実践 指定工場受注車として入庫する登録車両の点検整備5

36

38 ○
自動車点検整備実践 指定工場受注車として入庫する登録車両の点検整備4

形態
テ    ー    マ回数

37 ○
自動車点検整備実践 指定工場受注車として入庫する登録車両の点検整備3

内          容

○
自動車点検整備実践 指定工場受注車として入庫する登録車両の点検整備2

科 目 名 トータルメンテナンス

日本自動車整備振興会連合会発行　一級自動車整備士　シャシ電子制御装置

日本自動車整備振興会連合会発行　一級自動車整備士　自動車新技術


